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In Wako-shi, Saitama, division maintenance before Kitaguchi Station is due to be carried out aiming at 
Heisei 32. Wako is called natural rich town. However, it can be said that there is no building which was 
conscious of nature in the building in front of Wako Station. Since Wako has the character as a bedroom 
suburb near the center of Tokyo, population is increasing it every year. It will be estimated if population 
continues to increase, and it is predicted that the rate of elderly people also increases in connection with 
it. 
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１. はじめに	 
埼玉県和光市では、平成 32 年を目標に北口駅
前の区画整備が実施される予定である。和光市
は自然の豊かな町と言われている。しかし、和光
市駅前の建物には自然を意識した建築物はない
と言える。 
和光市は、都心に近いベッドタウンとしての性格
を持っているため、年々人口が増加してきている。
今後も人口が増えると推計され、それに伴い高齢
者率も上がる事が予測されている。そこで、駅前
の開発に伴う駅周辺の利便性向上を活かし、高
齢者が地域と関わりやすくなるような施設を計画
しようと思う。 
	 
２. 和光市	 
和光市は埼玉県の最南端東部に位置し、東は
東京都板橋区、南は東京都練馬区、西は朝霞
市、北は戸田市に接している。	 
近年急速に住宅地として発展している街である
が、東京 23 区に隣接しているにもかかわらず雑
木林、畑が点在し、湧水もあり、まだ武蔵野の自
然が残っていて、県営和光樹林公園などの公園
もあり、全体的に緑の多い街である。	 
豊かな自然環境と便利な都市環境をあわせ持
つまちとして、現在も大きく躍進を続けている。	 
そこで現在、和光市北口では大規模な区画整
備が実施されようとしている。（図１）	 
それにより、北口周辺の利便性は向上するだろ
う。しかし、駅周辺の利便性を追求し、何処にでも
あるような駅前になるのは和光らしさがなくなるの
ではないかと思う。	 
そこで、和光らしさの一つである自然を取り込ん
だ建築を駅近くに提案することで、北口の開発に
和光らしさが溢れだすのではないだろうか。	 
	 
（図１）	 
	 
  「和光市の課題」	 
	 
① 高齢化	 
和光市では、年々人口が増え続け、平成 32年
には 65歳以上の割合が 17.4％になると推計され
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ている。和光市の場合、都心部への交通の利便
性の高さなどの理由から、今後も着実な人口増
加が予想されている。	 
現状では、流入人口が多いため、高齢化率は
他自治体に比べ低くなっているが、経年変化によ
り、今後は高齢者の人口が増加することが予想さ
れている。	 
	 
② 待機児童	 
和光市の待機児童は埼玉県内で 5番目に多く
なっている。	 
一時期減少傾向もみられたが、平成 20 年を境
に急増している。これは、平成 19 年に和光市民
の医療負担額を軽減する条例が施工されたため
と思われる。	 
また、平成 20年には地下鉄副都心線が開通し
たことにより、和光市の都心へのアクセスがいっそ
う便利になった。この副都心線も平成 25 年に東
急東横線との相互直通運転が開始される。このこ
とにより、和光市の流入人口はより一層増えると
予想される。現に和光市ではマンションの建設が
頻繁に行われている。	 
	 
３. 高齢者住宅	 
高齢者施設には、利用者が快適に使えるよう
に工夫されているのはもちろんであるが、利用者
に多様な場面を見せることで中にいても閉塞感を
感じないようにしていることが重要である。また、地
域との交流を図ることで高齢者が内にこもらない
ように工夫することも重要である。	 
高齢者にとって住みよい場所とは、利用者にとっ
て開放感のある空間を作りつつプライベートを確
保する空間づくりなのではないかと思う。	 
	 
４. 駅前	 
駅前はその地域の顔となり帰ってきた人には安
堵感を与え、来た人には地域色を見せる。多種
多様な人に利用される駅前は多くの地域で賑わ
いを作っている。	 
駅利用者だけではなく、その周辺施設利用者に
賑わいを感じてもらい、駅前がより一層地域交流
の拠点となるようなものを目指したいと思う。	 
	 
５. 設計概要	 
多くの高齢者施設が駅前などの利便性の高い
ところから離れた位置にある。	 
駅近くの利便性の高いところに高齢者むけ施
設があることで、駅周辺に行く人、都心へ出かけ
る人、街へ来る人、施設へ来るのが目的の人以
外にも、気軽に活動を見られるような施設にする
ことで元気なお年寄りのいる街をめざす。	 
	 
６. 設計手法	 
ボイドにより光を取り込むことで、上の階や下の階
を意識させることができる。	 
それにより、ほかの階で行われている活動が目に
入り、その活動に興味を持ったり参加のきっかけ
になることを期待する。	 
緑を多く配置することで、和光市にある自然の多
い町というイメージを継承し、駅前というその街の
顔となる場所に、街のイメージを具象化した場面
を作り、街を訪れた人や街へ帰ってきた人に、街
へ来たことを印象づけることを期待する。	 
	 
（図２）ボイドをあける事により、内部へと光を導き
採光を採るとともに、上下階でのつながりを生む。	 
	 
（図２）	 
	 
（図３）緑の棚を作る事で、和光市にある自然の
多い町というイメージを表現する。	 
	 
（図３）	 
	 
７. 結論	 
この建物が和光市において駅利用者と施設利用
者など、多くの人とのつながりを作る事で豊かな
暮らしを送る事の出来る場として機能する事を期
待する。	 
 居住者である高齢者と地域の人が、相互に関
わり合う活動や、場所の共有を図る事で、地域に
賑わいを生み、地域風景をより魅力的な場所とす
る事が出来るのではないかと思う。	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